


必修

科目名 立体表現技術1 選択

授業
学科・コース 自動車デザイン科 形態

必修

実技

年次 ; 1 
i 

総時間! 96時間
（単位）!＇　/�3単IIW位r） 

担当教員i鈴木春奈

教員の略歴 東京藝術大学美術学部彫刻科大学院卒業。彫刻家。

授業の デッサン授業と連携して、基礎的な立体構築方法を教授する。学習内容

到達目標 素材の理解及び、基礎的な立体構築技能を習得する。

評価方法と 実技70%授業態度30%基準

授業計画・内容

回数 日程 授業形態 学習内容 準備学習時間外学習（学習課題）

1 4月20日 講義と演習 立方体を制作し、道具の扱い方を習得できる

2 4月27日 講義と演習 リンゴを模刻し、自然物の特性を把握できる

3 5月18日 講義と演習 ピーマンを2倍に模刻し、自然物の特性を把握できる

4 5月25日 講義と演習 サザ工を細密模刻し、描写力を習得できる

5 6月1日 講義と演習 木片を模刻し、描写力を習得できる

6 6月8日 講義と演習 電球を模刻し、工業製品の特性を理解できる

7 6月15日 講義と演習 ビール瓶を模刻し 、 工業製品の特性を理解できる

8 6月22日 講義と演習 ロープとレモンを構成模刻し 、 構成力を習得できる

， 6月29日 講義と演習 布とキューブを構成模刻し、構成力を習得できる

10 7月6日 講義と演習 スポンジと針金を構成模刻し、 構成力を習得できる

11 7月13日 講義と演習 アヒルの画像から立体造型し 、 立体想像力を高められる

12 7月20日 講義と演習 水をテーマに立体造型し 、 イメージを具現化する力を習得できる

13 9月7日 講義と演習 握りこぶしを模刻し、人体の特性を把握できる

14 9月14日 講義と演習 頭蓋骨を模刻し、人体の特性を把握できる

15 9月21日 講義と演習 自刻像を制作し、人体の特性を把握できる

準備学習時間外学習

【使用教科書・教材・参考書】

． ． ． ．  .．』 ．



科目名

学科・コース

教員の略歴

授業の
学習内容

到達目標

評価方法と
基準

回数 日程

1 4月19日

2 4月26日

3 5月10日

4 5月17日

5 5月24日

6 5月31日

7 6月7日

8 6月14日

， 6月21日

10 6月28日

11 7月5日

12 7月12日

13 7月19日

14 9月6日

15 9月13日

必修 i
必修

選択 ： 
： 

授業
：
： 

実技

デザイン表現技術B1 

自動車デザイン科昼一1年A 形態 ］ 

； 
年次 ！ 1 

： 

総時間 I 96時間
（単 位） 1 ：( 3単位）

！ 

担当教員
i

i芳賀久美子

多摩美術大学立体デザイン専攻プロダクト専修卒業。アイワ株式会社にてオーディオの外観デザイン業務に従事。

Illustratorのアプリケーション基本操作技術を教授。

Illustratorのアプリケーションの特徴を把握し、基本的な操作技術を習得。

定期試験30% 授業態度30% 出席率30% 宿題提出10%

授業計画・内容

授業形態 学習内容 準備学習時間外学習（学習課題）

講義・演習 簡単な図形が描ける・カラーが利用できる

講義・演習 ペンツー ルで描ける・ガイドが利用できる 授業の復讐として宿題を課す

講義・演習 ペンツールで描ける・パネルが理解出来る 授業の復讐として宿題を課す

講義・演習 変形や回転が出来る・レイヤーが理解出来る 授業の復讐として宿題を課す

講義・演習 シアー ・パスの切断と連結が出来る 授業の復讐として宿題を課す

講義・演習 グラデーション ・ ブレンドが出来る 授業の復讐として宿題を課す

講義・演習 シェイプ形成ツール ・ 透明・破線が出来る 授業の復讐として宿題を課す

講義・演習 作品作りの注意点 ・ 作品を提出 授業の復讐として宿題を課す

講義・演習 文字設定が出来る・作品を提出 授業の復讐として宿題を課す

講義・演習 効果／パターンが出来る ・ 作品を提出 授業の復讐として宿題を課す

講義・演習 3Dが出来る ・ 作品を提出 授業の復讐として宿題を課す

講義・演習 立体が描ける・作品を提出 授業の復讐として宿題を課す

講義·演習 復習で個人の技術を改めて確認出来る・画像を利用出来る 授業の復讐として宿題を課す

講義・演習 復習で個人の技術を改めて確認出来る・画像を利用出来る 授業の復讐として宿題を課す

講義・演習 画像トレースが利用出来る・作品を提出

準備学習時間外学習 宿題（当日の講義内容の復習）繰り返し学習の必要性

【使用教科書・教材・参考書】

教科書・筆記用具・メモ帳·学習や作品の保存用メディア

東京コミユニケーションアート専門学校



科目名

学科·コース

教員の略歴

授業の
学習内容

到達目標

評価方法と
基準

回数 日程

1 4月19日

2 4月26日

3 5月10日

4 5月17日

5 5月24日

6 5月31日

7 6月7日

8 6月14日

， 6月21日

10 6月28日

11 7月5日

12 7月12日

13 7月19日

14 9月6日

15 9月13日

必修 l
必修

選択
： 

ビジネスツール1
： 
： 
： 

授業
実習

自動車デザイン科 形態

； 

年次 l 1
： 

総時間|
l

32時間
（単位） （1単位）

： 
： 

担当教員i北川良幸

日産自動車（株）勤務後、 TCA非常勤講師に従事。（有）クレアール ・ プラス取締役。

・テキストを主体にWORD·EXCLEも基本操作を学ぶ。
•各章枚に確認テストを行い理解度を確認し次章にスムーズに進めるようにする。

・基本的なビジネスシーンに対応できるようにする。
•自分の考えをまとめて、相手に理解できような資料を作成できる。

定期試験40%各課題20%出席率40%
各課題は、データにて提出
定期試験は、オリジナル課題の「WORD·EXCLEにて作成チラシ」

授業計画・内容

授業形態 学習内容 準備学習時間外学習（学習課題）

講義 ・ 演習 WORD 基本操作

WORD ビジネス文書作成 1

WORD ビジネス文書作成2

WORD ビジネス文書作成3 課題の提出

WORD グラフィック機能 1

WORD グラフィック機能2 課題の提出

WORD 表の作成 課題の提出

講義 ・ 演習 EXCLE 基本操作 1

EXCLE 基本操作2 課題の提出

EXCLE 基本テクニック 1

EXCLE 基本テクニック2 課題の提出

EXCLE データの視覚化 1

EXCLE データの視覚化2 課題の提出

WORD·EXCLEデータの共有

定期試験 WORD·EXCLEを共有したチラシ チラシ提出

準備学習時間外学習
【使用教科書・教材・参考書】 USBメモリー ・筆記用具・テキスト（よくわかるWORD·EX CLE· POWERPOINT)

東京コミュニケーションアート専門学校




